
「野菜の収量減と
価格低下で補てん」

【青森県つがる市 鳴海 晋さん（57）】

栽培規模＝⽔稲5.5ヘクタール、⻑いも80アール、
にんにく80アール、ごぼう80アール、
にんじん1ヘクタール

令和元年は、⾼温による発芽不良や病害⾍の発⽣で野菜の収量減となったことに加
え、栽培する全ての野菜の市場価格が低下したため、⼤きな収⼊減少となりました。
そのため、保険期間中に無利⼦のつなぎ融資を利⽤し、農機具や肥料の⽀払いに充

てていました。また、本年５⽉に、つなぎ融資に追加する形で補てん⾦を受け取りま
した。実際に補てん⾦が⽀払われるとやはり安⼼感がありますね。
農業経営は⾃然災害をはじめ、様々なリスクを抱えています。経営安定には収⼊保

険は不可⽋です。

【収入保険】保険金を受け取った方の声

（NOSAI⻘森広報紙「NOSAI AOMORI」2020年7⽉号より）


